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予
算
編
成
過
程
の
公
表
を
検
討

［
と
く
お
］
予
算
は
、
事
業
を
実
施
す

る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で

す
。
市
政
の
透
明
性
の
向
上
と
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
開
か
れ
た
予
算
編
成
を
行

う
た
め
、
そ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
参

画
意
識
を
高
め
る
た
め
に
も
、
各
段
階

に
お
け
る
予
算
編
成
過
程
の
公
表
が
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

住
民
参
加
型
の
公
共
事
業
の
推
進
を

［
と
く
お
］
本
市
は

平
成
20
年
度
よ
り
、

道
路
の
草
刈
り
な
ど

の
簡
易
な
公
共
事
業

を
地
区
・
地
域
団
体

へ
委
託
す
る
、
地
域

と
の
協
働
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

地
区
、
地
域
の
問
題

を
住
民
が
自
ら
考
え
、

自
ら
汗
を
流
し
て
対
応
す
る
こ
と
で
、

そ
の
土
地
に
な
じ
ん
だ
地
区
、
地
域
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
の
一
層
の
拡
大
、
推
進
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

［
建
設
部
長
］
今
年
度
は
５
団
体
が
委

託
先
と
な
っ
て
、
道
路
路
肩
の
草
刈
り

な
ど
の
簡
易
な
公
共
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
通
し
て
市
道
維

持
管
理
コ
ス
ト
の
縮
減
に
加
え
、
道
路

管
理
に
対
す
る
地
域
と
の
信
頼
の
構
築

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
地
区
と
の
意
見
交
換
で
は
「
本

事
業
を
通
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
」
「
作
業
で
得

た
代
価
を
運
営
資
金
と
し
て
活
用
し
、

地
区
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
事

業
の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
、
事
業
の
拡
大
が
で

き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

予
算
編
成
過
程
の
公
表
な
ど
を
一
般
質
問

９
月
議
会

９
月
定
例
会
（
議
会
）
に
お
い
て
、
「
予
算
編
成
過
程
の
公
表
」
「
公
共
イ

ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
」
「
住
民
参
加
型
の
公
共
事
業
の
推
進
」
の
3
点
に
つ
い

て
一
般
質
問
し
、
多
く
の
提
案
・
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

「
平
成
３
０
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
」
、
天
元
台
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
の

修
繕
費
を
含
む
「
観
光
施
設
等
運
営
費
事
業
費
」
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
は
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
「

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器

購
入
に
対
す
る
公
的
補
助
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書
」
を
可
決
し
、
国
に

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

が
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
現
段

階
で
は
、
予
算
編
成
過
程
の
す
べ
て
を

公
表
す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
、
重
点
事
業
の
み
と
す
る
と

か
、
事
業
を
少
数
に
絞
っ
て
公
表
す
る

な
ど
の
方
法
も
含
め
て
検
討
し
ま
す
。

［
総
務
部
長
］
予
算
編
成
過
程
の
公
表

は
、
行
政
と
市
民
の
双
方
向
で
の
対
話

を
促
し
、
市
民
の
理
解
や
協
力
を
得
る

た
め
に
、
ま
た
、
行
政
と
市
民
の
協
働

を
進
め
る
な
ど
の
効
果
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
予
算
編
成
過
程

の
公
表
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
新
た

な
多
く
の
事
務
が
生
じ
、
人
的
コ
ス
ト



を
交
付
税
措
置
（
補
助
）
し
て
い
ま
す
。

学
校
司
書
が
配
置
さ
れ
た
学
校
で
は
、
読
書

量
が
大
幅
に
向
上
す
る
な
ど
、
プ
ラ
ス
の
効
果

が
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

米
沢
市
は
学
校
司
書
の
役
割
の
重
要
性
を
認

識
し
つ
つ
も
、
小
中
学
校
と
も
全
く
配
置
さ
れ

て
い
ま
せ

ん
。
全
国

的
に
は
６

割
の
学
校
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
と
親
し

ん
で
本
を
楽
し
む
読
書
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
そ
れ
が
大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
読

書
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
児
童

生
徒
の
豊
か
な
学
び
の
た
め
に

学
校
司
書
の
配
置
が
必
要
で
す
。
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一般質問の模様は米沢市議会のホームページから映像で見ることができます

道
路
舗
装
の
長
寿
命
化
計
画
の
策
定
を

「学校司書」を考える

我妻とくお ６月議会一般質問から

どうだべなぁ

学
校
図
書
館
に
学
校
司
書
の
配
置
を
！

毎日更新中！

議員活動を全て公開

http://

www3.omn.ne.jp/~waga1308/

［
と
く
お
］
本
市
の
多
く
の
市
道

は
、
高
度
成
長
時
代
に
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
が
施
さ
れ
ま
し
た
。
年

数
の
経
過
や
交
通
量
の
増
大
、
除

雪
や
凍
結
防
止
剤
の
影
響
な
ど
で

劣
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
将
来
の

費
用
及
び
対
策
状
況
を
把
握
し
、

損
傷
の
程
度
が
深
刻
化
す
る
前
に

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
将
来
を
見
据
え

た
道
路
舗
装
の
長
寿
命
化
計
画
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

学
校
教
育
に
お
い
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

基
礎
的
な
設
備
で
あ
る
学
校
図
書
館
の
充
実
は
、

新
し
い
時
代
を
生
き
抜
く
子
ど
も
達
の
力
を
ど

う
育
む
か
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

学
校
図
書
館
に
専
門
性
を
持
っ
た
学
校
司
書
を

配
置
す
る
こ
と
は
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の

豊
か
な
学

び
と
自
由

な
読
書
の

支
援
、
さ
ら
に
教
師
の
教
材
研
究
や
、
創
意
あ

る
授
業
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

学
校
司
書
は
、
２
０
１
５
年
４
月
か
ら
配
置

が
努
力
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
国
は

学
校
司
書
配
置
費
と
し
て
、
小
中
学
校
等
の
概

ね
１
．
５
校
に
、
１
名
程
度
を
配
置
で
き
る
額

［
建
設
部
長
］
道
路
舗
装
の
補
修

で
は
劣
化
が
進
行
す
る
前
に
、
計

産
業
建
設
常
任
委
員
会
視
察

画
的
に
補
修
を
行
う
こ
と
で
、
コ

ス
ト
縮
減
が
図
ら
れ
ま
す
。
計
画

の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
ま
す
。

効
率
的
、
効
果
的
な
対
策
を
行
い

長
期
的
な
コ
ス
ト
縮
減
を
図
る
た

め
、
本
市
の
実
態
に
即
し
た
道
路

舗
装
長
寿
命
化
計
画
の
策
定
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委

員
会
は
、
10
月
７
～

９
日
の
日
程
で
、
観

光
事
業
な
ど
の
先
進

事
例
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

◆
静
岡
県
／
熱
海
市

「
熱
海
市
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ

く
り
構
想
」

◆
埼
玉
県
／
秩
父
市

「
秩
父
観
光
連
携
推
進
の
取
組
み
」

定
住
自
立
圏
～
日
本
版
地
域
連
携

◆
埼
玉
県
／
川
越
市

「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
空
き
店

舗
等
再
生
事
業
」

▼
9
月
の
台
風
１
５
号
に
次
い
で
今

月
も
台
風
１
９
号
に
よ
り
広
範
囲
で

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。
山
形
県

内
で
も
河
川
の
溢
水
や
、
強
風
に
よ

る
住
宅
被
害
、
農
作
物
の
被
害
、
さ

ら
に
は
、
人
的
な
被
害
も
発
生
し
て

い
る
▼
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
の

影
響
か
、
近
年
は
「
過
去
最
大
・
最

高
・
最
低
」
や
「
観
測
史
上
初
」
な

ど
と
い
う
言
葉
が
、
多
く
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
自
然
災
害
は
激
甚

化
し
「
想
定
外
」
や
、
「
経
験
の
な

い
」
と
い
っ
た
災
害
も
た
び
た
び
起

こ
る
よ
う
に
な
っ
た
▼
こ
う
し
た
自

然
災
害
に
対
し
て
市
民
の
生
活
を
守

る
た
め
に
も
、
防
災
強
度
の
強
化
の

み
な
ら
ず
、
防
災
・
減
災
の
考
え
方
、

地
域
防
災
や
被
災
後
の
避
難
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
は
私
た
ち
の
生
活
の
あ

り
方
ま
で
、
い
ま
一
度
見
直
さ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
（
雅
）


